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国立研究開発法人　農業・食品産業技術総合研究機構
畜産研究部門　動物行動管理研究領域長　竹内　正彦

野生鳥獣が居住地や農業等の生産現場へ侵入し、社会問題となっています。
農山村地域においては野生鳥獣の被害が多発し、その対策として農村集落や生
産圃場に侵入防止柵が設置されています。この対策は平成 20年前後には全国
で展開され、適切な管理が持続できる地域においては、現在も被害の軽減に効
果を発揮しています。
こうした柵は耐用年数が長いもので 14年程度とされており、老朽化に伴う

補修等の作業が増加し、柵の更新が検討される時期も迎えています。高齢化と
担い手の減少が深刻な状況であり、適切な管理がますます難しくなっています。
また、軽労化、省力化を図るスマート農業技術の活用が図られています。果樹
栽培の機械化や樹形の改良等により省力型の生産技術体系の実証が進んでいま
すが、これら技術に対応できる鳥獣の侵入防止技術が新たに必要となります。
こうした現場ニーズに応えるため、農林水産省農林水産技術会議の委託事業、

みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち「農林水産研究の推
進」（委託プロジェクト）において「省力的かつ経済的効果の高い野生鳥獣侵入
防止技術の開発」が令和 2年度から６年度に実施されました。本事業では、既
設柵の更新判断手法を構築し、安価で省力的な柵の補修・管理技術や侵入防止
効率を高める新たな防護柵システム等を開発しました。また、省力型樹形の果
樹園における中型獣類の侵入防止技術やその導入指針を開発しました。
研究に参画した研究者、開発企業、普及組織、農業関係団体の努力に感謝す

るとともに、本書で紹介する開発技術が鳥獣被害対策に取り組まれている都道
府県、市町村等の担当者、農業生産者のみなさまにとって参考となり、鳥獣被
害対策を進められる上での一助となれば幸いです。
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みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち農林水産研究の推進 
（委託プロジェクト研究）（省力的かつ経済的効果の高い野生鳥獣侵入防止技術の開発）
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